






















































































































































明した。37 名中 35 名から回答があり、有効数は 33 で



































Wilconxon の符号つき順位検定を行った。検定は SPSS 





























































































































































































SPSS で学ぶ統計手法 2009 年 11 月 23 日、筑波大学）、
および、日本行動科学会第 86 回東京支部研究会（行動
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